
青森県岩木川下流域におけるサルケ (泥炭)の利用 (3) 

4.考察

(1)呼称

・地域的な差異 お話を伺った21名中、 19名が「サルケ」と称している。稲垣周辺ではこの呼称が一般的であると思われる。

「サラケJIシャラケ」と称する者は3名(うち1名は「サルケ」とも称しており、カウントは重複)あった。これまでの聞き取りではつが

る市の西側地域にこの発音が多い傾向が見られたが、この3名のうち西側出身の者はl名(牛潟)に過ぎなかった。

-世代的な差異 今回の聞き取りのなかでは、見いだ、せなかった。

(2)年代・普及

繁田では、昭和20年代まで使用していた者4名(繁田②③⑨⑬)、昭和30年代まで使用していた者は7名(繁田①③④⑤⑦

⑩⑪)、昭和40年代以降も使用していた者はl名(繁田⑦)あった。使用の末期はおよそ昭和30年代で、あったものと思われる。

これまでの調べでも同様の傾向がみられる。

昭和20年代前半(繁田②⑨)に使用しなくなった家もあれば、昭和39年以降もさかんに使用していた(繁田⑬)という家もあ

り、同じ地域で、も家庭によって開きがあることがわかる。

穂積では、昭和20年代まで使用していた者は1名(穂積⑭)、昭和30年代まで使用していた者は4名(穂積⑪⑬⑬)(繁田⑥

※穂積での経験)で、あった。使用の末期はおよそ昭和30年代で、あったものと思われるO

(3)性質や分布についての認識

A定義

-根である サルケは「草の根」であると説明する人が21名中7名いた(繁田①②③④③⑪穂積⑭)。また、単に「根」であるとい

う人が2名いた(繁田⑬)(繁田⑥※穂積での経験)。多くの人々がサルケは「草の根」または「根」であると考えていることがわか

る。さらに、その「草の根」が「長い時間をかけて押されて固まったものJ(繁田②)、「蓄積したものJ(穂積⑭)であるとして、 生成

の過程について説明する人もいた。サルケが「時間をかけて堆積したもの」であると認識していることがわかる。また、「草がよく

生える場所に豊富J(繁田④)、「草が生えていた土地の下にあるJ(繁田③)とし、う人もいるが、この場合「草が生える場所」とは

湿地のことを指している。その 「昔の草などが沈殿して固まったものJ(繁田⑩)、 「ヤヅのツツJ(湿地の土)(繁田⑬)であると説

明する人もおり、サルケは湿地と関係があると認識されていることがわかる。

-草や藻である ・腐ったものである ・腐らずに堆積したもの 他地域で、みられた左のような回答はなかった。

8，分布

-地域的ひろがり サルケがちな土地を「サルケが強し、J(繁田⑨)としづ。サルケの「強弱」は次のように認識されている。繁聞

から4-5km(北方)のカヤヤチの下(繁田⑩)、穂積より北方の田(穂積⑪)、穂積周辺はサルケは少なく田には良い。繁田方面

にサルケは分布している(穂積⑫⑫)一一これらの証言には、穂積よりも繁田方面にサルケが多いとし、う認識が示されている。

また、繁田周辺は豊富だが下繁田方面に向かうに従い少なくなる(繁田⑨)、神田橋の南方に分布(繁田③) これらの証

言には、繁田よりも北方に向かうに従い、サルケが少なくなるとしづ認識が示されている。さらに、岩木川方面(東側)に向かうに

したがい、土が多くなりサルケが少なくなる(繁田⑨) としづ証言には、繁田の東側方面に向かうに従い、土混じりとなりサル

ケが少なくなるとしづ認識が示されている。総合すれば、繁田集落周辺がサルケに最も富む場所で、あり、その北方、 南方、東方

に向かうに従いサルケが少なくなると考えられているようである。繁田の西側については、C質的差異・質的評価の項にあるよう

に、田光沼、山 田川方面のサルケが良質であるとしづ認識が示されている。

・上下のひろがり サルケは表土を取り除いた下にあり(繁田⑬、穂積⑫)、繁田⑤では地表から30-40cm、穂積⑭では50-100

cmの深さにサルケの層が分布しているとし、う。後者は表土の層厚が大きいが、サルケの上に十分に自然の覆土がなされ「穂積

周辺は田として一等地で、あるJ(穂積⑫)としづ証言につながっている。また、サルケの層自体も、場所により層厚が異なる(繁田

②④)としづ。繁田周辺は、表土が薄く、かっサルケの層厚も豊かで、サルケの採取地としては適していたことが、サルケの盛ん

な利用につながったと考えられる。

C，質的差異、質的評価 サルケの質の違いを「品種」の違いとして説明する人がいた(繁田④)。その「品種」の違いには、 二

つの視点がある。さらに、一つ目の視点で、は評価がふたつに分かれる。

・「土混じりのサルケ」か「草の根ばかりのサルケ」か この視点では、前者がょいとするものと、後者がよいとするものの両方

がみられた。前者が良いとするものは、「ツチマジャリのサノレケJのほうが、燃えにくし、が火持ちがよく、良質であり(繁田②④

⑨)、草の根ばかりのものは土が少なく燃えやすいが火持ちが悪し、(繁田④⑨)と説明する。いっぽう、後者がよいとするもの

は、「ネンバマジャリのサルケJ(ネパチチの混じるサルケ)や土が多く重いものは悪いサルケで、あり(繁田⑫穂積⑭)、土が混ざ

らないものが「ホントのイイサルケ」で良質である(繁田⑤⑫穂積⑭)と説明する。質的差異を判断する視点は共通しているが、

評価が正反対である点に注目したい。
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増田公寧

. r堅いサルケ』か「柔らかいサルケ』か一一この視点では、前者がよく後者が悪いとされた。「かでえいいサルケ」は火持ちがよ

く織も残るが、 「柔らけえサルケ」は着火しやすい半面火持ちが悪いとし、う(繁田②③)。そして、 堅いよいサルケは保管時の積

み重ねによる圧縮によって生まれるとしづ見解ーもあった(穂積⑭)。

これらのサルケの質的差異は、水分の差異、あるいは採取場所の差異として説明される。前者については、水分が多い場所

で、は土混じりのサルケがあり(繁田⑨)、排水の良い田の下のサルケは堅く締まっていた(繁田③)としづ。いずれも 「良いサル

ケ」であると使用者は評価している。後者については、田光沼方面、山田川沿いの北方のサルケが良質で、岩木川近辺のサ

ルケは悪いとする評価(穂積⑭)がみられた。

(4)入手

・自分の土地から自分で/他人の手で

所有する田や湿地から(繁田①②④⑤⑭)、あるいは採掘権を購入したヤチから(穂積⑫)、 自家で採取するとしづ場合が多

い。そのなかには、未開発の湿地を小作人を使って団地として開発させ、サルケを採取させたという人もいた(穂積⑭)。この証

言と対になる証言が木造柴田で記録されている38)。小作人が団地の改良を口実にサルケを採取し、地主にいっぱい食わせた

というエピソードである。

-購入する(売買と流通〉 今回の聞き取りで、はサルケを売買したとしづ人はいなかった。

(5)採取

サルケの「採取」には次のような工程がある。①切り込みを入れる ②表土を除去する ③サルケを切り取る ④号|き上げる

一⑤手渡す=受けとる一⑥移動させる一⑦置く 一(③積む)。ただし③は「乾燥」の工程に重複する。このような一連の工程の

なかで、① ③のを作業をとくに「採掘」と呼び、①③全体を「採取」と呼ぶことにする。「採掘」は「採取」の工程の一部である。

A，目的

・自家用燃料として用いるため(計3名) 燃料として使用するために採取したとしづ人は、繁田①⑦穂積⑫のわずか3名で、あっ

た。このうち、繁田①は「団地の改良としづ発想はなく、燃料の確保が主 目的である」と明確に答えている。しかしこれは全体か

らみれば珍しい考え方である。

・土地改良のためであり、サルケは副産物である(計7名〉

土地改良が主たる目的であり、燃料は副次的な産物であると明確に答えた人は繁田③⑫穂積⑭の3名である。繁田③は

「捨ててしまうのがもったいなし、から」燃料に活用したとし、う。また穂積⑭は植林地から柴も入手で、きサルケ以外の燃料にも恵ま

れていたことや、未開発の土地を所有していたことなどの理由から土地改良を主目的としていた。

土地改良と燃料の採取を兼ねると答えた人は繁田②④⑩穂積⑬の4名で、繁田②の場合は稲作を中止(1仮の減反」と説

明)して客土をおこない、繁田④で、は別の場所から土を持ってきて客土したとしづ。いずれも土地改良を重視していることがわ

かる。単に燃料を採取するだけであれば、上げた土を戻せばよいのである。サルケの採取については、 一般的に燃料の確保

が第一の目的であると語られることが多いが、必ずしもそうではないことがわかる。

水路の整備 水路の整備にともなう副産物であるとしち回答は今回はみられなかった。

8，時期

・田植え前 「田んぼに(稲を)植える前にやったJ(繁田④)、 「たんぼに取りかかる前にJ(繁田⑤)など、田植え前と答えた人

は6名(繁田④⑤③⑩⑫⑬)である。

・田植え後 「田植え終わって暑くなってからJ(繁田②)、 i7'"'-'8月ころ、お盆前J(繁田⑨)としづ人は2名いた。

-収穫後(+田植後/収穫後など) また、 「田植えが終わって暇なときや、人によっては冬や秋J(穂積⑭)、 「田んぼ(稲作が)

終わってから秋遅くJ(繁田③)など、田植え後や、それに加えて収穫後にもおこなうケースがみられた。いずれにしても、農繁

期を避けておこなわれる作業で、あった。

-通年 今回の聞き取りで、は通年で、おこなったとしづ回答はなかった。

C場 所

-湿地や原野 湿地や原野からサルケを採取すると答えた人は、繁田①③⑬穂積⑭⑬⑫の6例で、あった。サルケが採れる湿

地のことを「サルケヤチJiサルケヤヂ」と言った(穂積⑭⑫)0 iサルケヤチ」とし、う表現はこの場合一般名詞として用いられてい

るが、つがる市木造大畑付近には地名としてのサルケヤチがあった39)。サルケヤチ付近で、は「ヤツベゴ」と呼ばれる奇怪な生

き物が発見されたとしづ記録がある40)。自家所有地である場合(繁田①、太田光方面に所有)もあれば、共有地に採取権(採

掘権)を有する場合(穂積⑫)もあった。

・田 同じく6例あった(繁田②④⑤穂積⑬⑫)(繁田⑥※穂積での経験)。サルケに富む田のことを「サルケ田」といし、(穂積

⑬)、 「田んぼで、なければサルケはないJ(繁田⑥※穂積での経験)と考えている人もみられた。
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青森県岩木川下流域におけるサルケ (泥炭)の利用 (3) 

D，主体

・男性がおこなった 一般的に、切る作業の主体は男性であると語られることが多い(繁田②③⑦⑨⑮)(繁田⑥※穂積での経

験)0 I女性は参与しないJ(繁田②)、「女性ではうまく切ることができないJ(繁田⑩)と語る人もいた。また、自身も運搬を手伝

ったが、他家では一般に男性が主体である(繁田⑨)としづ証言もある。

-男性のほか、女性も子どもも手伝った 切る作業は男性中心であるとの証言が多いなか、「父と本家の兄に加え、自身の母

も切る作業を手伝ったO また、(切る作業まではしないけれども)小学校3""'4年生ころには、切ったものをフォークで、持ち上げた

り、運んだりする手伝いをしたJ(繁田⑨)としづ証言があった。女性もサルケ切りに参加したとし、う。また、運搬について女性が

手伝ったとし、うケース(繁田⑬)や、子ど、もが手伝ったとし、うケース(繁田①⑧⑨)がみられる。サルケの 「採取」は、切る作業だ

けでなく、切ったものを持ち上げ、水を切り、積み上げるという一連の作業から成り立つことを考えれば、従来の報告41)でみら

れるような男性主体の描写は、女性や子どもたちの役割を見過ごしていることに注意する必要がある。

-採取した経験はない 採取した経験がないと語る人は3名いた(穂積⑭⑪⑬)。し、ずれも稲垣町穂積で、生まれ育った方々で

あるが、穂積⑭は小作人を使用する家だ、ったこと、穂積⑪は昭和30年生まれであることなど、家庭や世代などが要因である。

E，方法 手順と用具を「採取法略図」として下に示した。矢印ひとつ分が、切り込みの動作の1回分をあらわす。たとえば垂直

方向に、No.11ま800mmの切り込みをl回、 No.9は200凹の切り込みを3回おこなうことを意味する。

(mm) 
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表1)採取法略図

・表土除去 サルケを採取するには、団地であれ原野(湿地)であれ、表土を除去する必要がある。垂直・水平方向に切り込み

を入れる道具については上記略図に示した。そのなかで、「手」を用いる場合が2例(繁田①②)みられる。また、表土除去の作

業で入れた切り込みが、サルケ本体を掘り上げる作業に連動する場合としない場合がある。タヂのような道具では深くまで一度

に切り込みが入れられないが、テンズキでは一度に1m近い切り込みを入れられる。切り込みの作業に用いる道具にも関連し

ている(表土の処理については別項参照)。

・泥炭層の除去および切り込みと引き上げ 表土除去ののちに糸を張って、垂直方向の切り込みの目安とする場合があった

(繁田②)。この切り込みのことを「キズ」と称した(穂積⑭)。キズは、 40-50cm間隔に縦長に切り込み、横に同じ間隔で切り込み

を入れる(繁田②)、幅30cm間隔に7""'8mの長さで3本、それに垂直に交わるように幅30cm間隔で横に5本入れるとし、う例(繁

田⑨)や、 30-40cm間隔で縦長に切れ目を入れ、横に15cm間隔で切れ目を入れていく(繁田③)、 50cm間隔で、縦長に切れ目を

入れ、横には15-30cm間隔で、切れ目を入れていく(穂積⑪)などの具体例が示された。

水平方向の切断にはサルケ専用カマの使用(繁田②)、クワの使用(繁田①③⑧⑨穂積⑭)がみられた。このクワの使用は、

筆者のこれまでの他地域での聞き取りではあまり聞かれず、この地域の特徴的な傾向である(本文p.3写真参照)42)。

また、道具を使う必要がなし、(自然にはずれる)としち証言もある(繁田①③)。これは、泥炭の異方性についての知識を応用

したものである。男性はサルケに「目」を入れるとしづ表現を用い、底面を切らなくても「カパカパと」採れると証言している。稲垣

繁団地区の南方にある木造柴田(しばた)地区の男性もサルケには「目」があるとしづ43)。目を利用した採取は上から見て奥行

きがそれほど厚くない場合(上からみて長方形に採取される場合)には 目に沿って「自然に外れるJ(倒れる)ため有効である

が、水平方向に奥行きのある採り方(上から見て正方形に採取される場合)では道具による切り込みがなければ難しいのでは

ないかと思われる。

段数は1段から3段までにわたり、団地にすることが目的なので1段にとどめた(穂積⑭)としづ証言があるほかは、深さに関す

る説明はなされなかった。
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引き上げにカンヒ。チャ(クワ)を使用する(繁田①)としづ証言は、水平方向の切り込みにクワ

を用いるこの地域ならではの方法である。サルケが利用された時代の末期には、引き上げに

フォークを用いた(繁田⑨)としづ証言があった。道具を使うとアカススケダ水に入らずに済む

のだという(繁田①)。浮力を利用して手で引き上げるとしづ証言もあった(繁田②)。引き上げ

に手を用いるのは他地域では一般的である。

繁田①の男性は、カンヒoチャの柄は非常に見つけるのが難しいと感慨深げに語る。右図は

18世紀後期に記されたものだが、この絵に示されるような農具の柄は「ヒパやホオの木で、つく

るが、これらの材を山に行って見つけるのに、ひじように苦労したJ44) といわれる。

-サイズ 前ページ「採取法略図J参照

-範囲「昔の聞の一枚のサイズの1/2-1/3J(繁田⑤)の範囲としづ例が示された。

-表土の処理と客土 サルケヤチのクサの下によい土があった(穂積⑫)ので、すで、にサルケ

を採取して低くなっている場所にその土を落として埋めた(繁田③穂積⑮)が、廃棄する場合

(繁田①)もあった。表土を取り除いたのち客土する場合(繁田④⑤穂積⑫)には、土を山(繁

田④)や岩木川 (繁田⑤)などから運び入れた。土を戻さず放置する場合には、 「サルカィ穴JIサルケ穴J(穂積⑬)と呼ばれる

深いぬかるみの穴になった。

-作業衣 時代差を考慮しなければならないと思われるが、 草履、ワラグツを履き、ワラのすね当て着用した(繁田⑨)という場

合もあれば、「ゴムやトクナガのようなものはないので、ズボンを穿いた。我慢できるくらい温かくなってからおこなったJ(繁田

③)、 「トクナガを履いたJ(繁田②)としづ場合もあったO

増田公寧

『奥民図葉』より
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(6)乾燥

・場所 田のクロに積むとしづ事例が4例(繁田②⑤⑩⑬)、堰の近くなど採取場所の近くが2例(繁田③穂積⑬)である。乾燥さ

せてから自宅へ運ぶほうが合理的だからである。これらに対し自宅近くで乾燥させる事例もあるが(穂積⑫)、それは住居と採

取場所が近い場合である。

-積み方と工程 採取したサルケは積み重ねて乾燥させた。段数は、 2段(繁田①)、 4'"'-'5段(繁田⑨⑩)、 5'"'-'6段(繁田②⑤

③⑬穂積⑭)で、あったo2段重ねのことを「フタマギ」と言った。高く積み上げない理由は風で倒れないための配慮であると語る

人もいる(繁田⑨)。多くの場合、互い違いに煉瓦のように積んだり(繁田②③⑤穂積⑫)、サルケの塊を間隔をあけるようにして

積み重ねたりした(繁田③⑤⑧⑩)。すき間をあけないとしづ事例もあった(穂積⑭)。また、互い違いに三角形に積み重ねた

(繁田③)としづ証言もあるが、おそらく島のように積んだものだろう。

-時間

人為的操作を加えての短期集中型 乾燥を促すために途中で積み直し(マギガエシ)をおこなった(繁田①②③⑬)。 この

作業は子どもや(繁田①②)女性も(繁田⑤)手伝ったO ただし、 重くて女性にはできないとしづ話者もいる(繁田⑬)。

放置による長期自然乾燥型 他地域でみられるこの類型についての証言は今回得られなかった。

(7)運搬

・タイミング

乾燥後に運搬 乾燥させてから運搬する場合が圧倒的に多し、(繁田①②③④⑤③⑨⑩⑬穂積⑭)。重量が軽くなり合理的

だからである。

運搬後に乾燥 運搬後に乾燥させる事例は1例で、あった(穂積⑫)0 

.方法

人力による 3'"'-'4個のサルケを背負って運搬した(繁田①)、ソイコで'2'"'-'3マルを運搬(繁田②)、背負って運搬(繁田

④)、ショイコで、運搬(繁田③)、ソイコで1マノレ(10枚)を運搬(繁田⑬)、ハシゴ、で、1マルを運搬(穂積⑭)などの事例から、ショイ

コ(ソイコ)を使用して1'"'-'3マルほどを背負って運搬したことがわかる。

畜力による 馬が入れない場所は上記の方法で運び、農道で積み替えて馬に牽かせる場合も多い。「カナグルマ(マグル

マ)，こ積み替えて馬で、運搬したJ(繁田②)、 「馬やりヤカーを利用したJ(繁田③)、 I(人力のほか)馬も利用したJ(繁田⑧)、

「馬で運搬したJ(繁田⑨)などの事例である。運搬作業は、子どもも手伝った(繁田①③⑧)。

運ばない 今回の事例では、運搬しないとしづ事例はなかった。採集地と使用地が離れているためである。

束ね数(マルキ) 5枚一束(繁田②③⑨)、 5'"'-'6枚一束(穂積⑭)、 10枚1束(繁田⑬)としづ証言から、繁田で、は1マノレ5枚

が標準的だ、ったので、はなし、かと思われる。更に具体的にこの1束の重さが30kgで、 2'"'-'3マルを背負ったとしづ証言もある(繁

田②)。
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青森県岩木川下流域におけるサルケ (泥炭)の利用 (3) 

(8)保管 小屋(繁田②⑩⑬穂積⑭)に保管する場合もあれば、屋敷のそばの広い場所(繁田④)や、家の裏手(繁田⑨)など

の屋外に保管する場合もある。家の裏手に保管するのは「家の前では体裁が悪いJ(繁田⑨)からと語る。後者では積み重ねた

上にムシロのようなもの(繁田③)やワラ、カヤ(繁田⑨)などをかけた。高さと奥ゆき、幅2mtこ積み上げ、これが1年分の量であ

った(繁田⑨)。また、積み重ねて保管する過程で、 厚さ15crnほどのサルケがlOcrnほど、に締まり、火持ちがよくなるのだという

(穂積⑭)。

(9)用途

紙数の関係上、 表21燃料の変遷に伴う飯炊きの設備と道具の変化」による表示と、その補足説明にとどめる。

イロリ[サルケ-ジヤツ下二1¥ヲ木[]亨 イロリ[サルケ-ジヤツ1¥木J+ナベ ッパ木J+ナベ

イ口ポボボキポドドドスドサトサササザールルLレフレケケケケサ→J ス ルケ1 イロリ[サルケカヤ ワラ'J+ナペ
シ 炉F[サルケ・カヤJ+ナベ
シ 戸[サルヲケ胃J+ナベ
シ ス ルケ] 餅シボド[サルケ]
マ レケ]

シ 冬炉シボド[サルケ]/春一秋シボド[ワフ・ヨシ・力ヤ] 握物りり飯飯シ・魚炉ボ[・ドサエ[木ルビ]ケ+シ蛾ナボ]ベド[サルケ][サルケ・力ヤ・ワラJ+ナベ 握
シボ示ド[サルケ・マキ] ストーフ[木J+ハガマ 汁 焼物シボド[木]
シ ド[サフケ]→ストップ[サフケ] シボド[木・サフケJ+ガナラベ・→カスポトシッ・プシ[力サJラ¥]ケ+] 

穂襲穂積積 焼炉[マキサルケ] 炉[サフケワフーマメ ナベ 汁物炉[サルケJ+ナベ妓抽炉[サルケ]

マキ[一シ元ャ下ラ二ケヲ][サルケ・りんご到定枝] ンボンアシ ベ→マキストーブ[力ポシ]
シボド[サルケ]→(S26)マキストーブ[サルケ] ジ土末間FでI不サ明]→(S26)[マ力平ポ天シ下J+二ナヲ[サフケJ+チパ力マ

ー~‘ 円 ./-t+r ‘'、 ， ....O+.~ .. ・ ~司 ， ~，τー冒 ，目、、

表2)燃料の変遷に伴う飯炊きの設備と道具の変化 表記:(年代)設備[燃料J+被加熱具。矢印は変化を表す

A，燃料

A-1暖房(採曜) 家屋の構造や、燃料の節約とし、う観点から、室全体を暖めることは難しく、実質的には暖房とし、うよりも

採暖で、あった。多くの場合火はシボド(囲炉)で、サルケを燃料として焚かれていたようである。昭和20年代後半にマキストーブ、が

導入されたのちも、サルケが燃料として使用されている(繁田①③⑬穂積⑫)。また、サルケに他の燃料(ジャッパ木やりんご勇

定枝)を加える場合もみられる。

-自宅のコタツや火鉢での使用/・出作小屋や屋外での使用/・使用しない 今回の聞き取りで、は事例がなかった。

A-2炊事 炊事も基本的にシボド(囲炉)でおこなわれたが、採暖の際には用いられない燃料が補助的に用いられる点が注

目される。ジャッパ木(繁田②⑬)、カヤ(繁田③④③⑨)、ワラ(繁田③⑧⑨穂積⑭)、カポシ(穂積⑭⑬)、マメガラやシカパ

(穂積⑭)など、多様な燃料が併用された。これは炊飯に必要な短時間の強し、火力を得るための操作であると考えられる。しか

しながらサルケだけで、炊飯をおこなった事例(繁田①⑤③穂積⑫)(繁田⑥※穂積での経験)も相当みられる。ただしこのうち2

例は、設備として熱効率のよい「マキストーブ」を用いるようになってからの事例で、あることに留意が必要である(繁田⑥※穂積

での経験、穂積⑫)。冬はサルケのみで、それ以外の期間はワラやカヤを用いたとしづ事例(繁田③)は、季節による燃料の使

い分けがあったことを示す。設備と組み合わされる炊飯具は、シボドに対してはカギノハナに吊したナベ(繁田①②③④⑤⑨⑬

穂積⑭⑮)であり、マキストーブに対してはチパガマ(繁田⑩穂積⑫)としづ傾向が見られるものの、昭和20年代後半にマキスト

ーブ、に変わってからもナベを使用したとしづ事例(繁田①)もみられ、これは津軽地方では珍しくない。土問でサンボンアシにナ

ベを載せて炊事をしたとしづ事例 (穂積⑬)がある。これは大カマド、の前で、炉とは別の火を使って調理をする事例で、家の象徴

としての囲炉の火が分離されている点が注 目される。その意味では調理の実用性に重点がおかれている。大カマド、が土問に

鎮座していながら調理には用いられないということは(これは一般的な傾向である)、カマドが非 日常的で特別なものであるとい

う考え、すなわち機能性よりも象徴性を重んじた旧来の伝統治汚|き継がれているものと考えられる。

ほかに握り飯をサルケの火で、焼くとしづ行為が散見される(繁田①②③⑨)。これはヤキメシ品、って、冷えた飯を加温して食

べる方法である。

A-3 火の保持(火種) A-4 糸煮(力マヤギ)

8，燃料以外の用途 防空壕の入口をサルケでカムフラージュした(繁田⑨)とし、う。

(10)火の操作(管理)

-着火 膝の上で、サルケを二つに割り 、 更に手で4~6分割し、間隔をあけて積み重ねてから着火に取りかかった(繁田⑨) 。

筆者のこれまでの調べでも、「サルケは火がつきにくしリ (繁田②)としづ人は多い。そこで、着火剤が必要になる。木 (ジャッパ

木、 コッパ)やワラシピ、ヒバの皮などを炉の中に積み重ねたサルケの中や下に挿入して着火(繁田②⑤⑨⑩⑬)した。木をぜ

いたくに使うことはできず、あくまでツケギとして少量を用いた。また、火種としては蛾を利用したが(繁田⑨穂積⑫)、ないときに

はツケギ(繁田⑨)やマッチ(繁田⑩)で、火を作った。
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増田公寧

-維持 サルケに種々の燃料を加えることにより、多様な火を演出し、火力を保持した。用いられたのはカヤ(繁田③④)、ワラ

(繁田③)、木の枝(繁田③⑪⑬)などである。主な目的は飯炊きで、あった。サルケ自体の火持ちをよくするため、保管時に積み

重ねることによって下層に圧をかけ、堅く締めるとしづ操作がおこなわれた(穂積⑭)。

-始末 就寝前にサルケの蛾に灰を被せて火をいけておき(火留め)、翌朝その火を大きくした(繁田⑨)。

(11)副産物

・煙 サルケを焚くと煙が充満した(繁田③⑪)(繁田⑥※穂積での経験)0 I時計の文字盤が読めないほどJ(繁田①)、「まわり

が見えないほどJ(繁田③)、「家を訪問しても人の姿が見えないほどJ(繁田⑨)、 「目の前の人が見えないほどJ(穂積⑭)の煙だ

ったとしづ。常にいぶっていたが(繁田⑧)、とくに、 着火時の煙がひどく(繁田②⑧)、冬でも窓を開けて煙を排出しなければな

らなかった(繁田⑧)としづ。その煙は刺激が強かったo I目が痛かったJ(繁田③⑤)、「町に住む親戚は耐えられず家に入らな

かったJ(繁田②)としづ。そしてこの煙が「メクサレ(眼病)の原因になったJ(繁田②③)、 「トラホームの原因になったJ(穂積⑭)と

考える人もいる。その一方で、 「目は特に悪くならなかったJ(繁田⑤)I慣れているので、苦にならなかったJ(繁田②)、 「まわりも

皆同じだから気にならなかったJ(繁田④)と語る人もいる。煙を問題化するか否かは、人によりまた時代により異なると考えられ

る。「煙突がないので(煙が充満して大変だった)J (繁田⑥※穂積での経験)I煙突があったので、煙が外に排出されて(煙たくな

かった)J (穂積⑮)としづ説明は、おそらくマキストーブ、が導入された昭和20年代以降の認識で、あるが、これは生活改善などの

知識の流入が関係していると考えられる。煙をけむたいと感じる感覚自体は「サルケのくべたてや婿逃げる」といった口碑をみ

れば、昔からあったものと思われるが、それは煙が「問題」であるとしづ主張ではない。確かに「けむたしリのだが、それが「当た

り前」で、あった。更に、問題であるどころか、強烈な煙は「ワラク、、ツやツマゴ、を燥蒸するJ(繁田⑨)、 「家屋の材を長持ちさせる」

(穂積⑫)、 「煙が充満するからこそ暖かいJ(繁田②)と考えられていたのである。いわゆる生活改善は、問題の「発見」ではなく、

「発明」であるとしづ側面があるということを、これらの証言から確かめることができる。

煤 夏になるとチョコレート色の煤のかたまりが屋根裏から落ちてきた(繁田⑪)45)。

臭気 「独特のニオイがあり、サルケを焚いている家の子どもたちの服にはニオイが染み付いていたJ(繁田⑪)、 「体中にサラ

ケのニオイがついて大変だ、ったJ(繁田⑬)というように、サルケを焚くと独特のニオイがした。そのニオイは、サルケを焚くことの

ない他郷の人々にとっては嘆ぎ慣れないニオイで、あったため、榔撤されることがあった。とくに、繁田集落では岩木川をはさん

で東側にある金木(かなぎ:五所川原市金木町)でそのような経験をしたと語る人が多い。金木で、はマキを焚く人が多かったか

らである。I(金木などの)町で、『サルケカマリがする』と笑われたJ(繁田①)、 「ニオイが強烈で、金木の中学で、『サルケカマりす

るnそばさ来るな』と言われた。『西に行けばサルケカマりするj~どこの人かわかる』と榔撤されたJ (繁田②)、 「金木方面で『サ

ルケカマリする』と榔撤されたJ(繁田⑧)、「金木の中学に通っていたころ『サルケくさし、』と言われたJ(繁田⑨)とし、う。いっぽう、

地域の人びと自身のなかにも 「独特のニオイがしたJ(繁田⑪)、 「若い頃は気になったJ(繁田⑬)としづ人がし、る。生、活のニオイ

が意識化(自覚)された経緯には、上記のような他郷の人々(とくに川向かいの「山ドコ」の町や村)との関わりがあったと考えられ

る。「金木の子どもたちは木の『よし、』ニオイがしていて、生活が『上』だと感じたJ(繁田⑨)としづ証言からは、燃料の序列(サル

ケよりも薪炭がよい、など)や、住む町や村の序列(繁田のムラより金木のマチのほうが大きい、など)が、サルケのニオイは「よく

ない」ニオイで、ある、マキのニオイのほうが「よしリとしづ意識につながっていたことが見て取れる。しかし、 「小学校のころに、祖父

がサルケの蛾火で、握り飯を焼いてくれたり、風邪をひくとカユを炊いてくれたりした。そのような思い出とともにサルケの独特の

ニオイが忘れられない。サルケのニオイは家族みんなのニオイ、家のニオイで、ある。J(繁田①)というように、そのニオイは原野

のただなかに生きるひとびとにとって、先祖から受け継がれてきた生活のシンボルで、あり、あかしで、もあった。

D，灰 県内の他地域では灰について多用な用途が聞かれたが、今回の聞き取りで、は少なかった。「肥料にしたJ(繁田②)とい

う証言が1例あるのみで、「田に撒いたり屋敷の周辺に捨てたりしたJI用途はないJ(繁田④⑤⑨穂積⑪)品、う証言のほうが多

かった。

(12)補遺(周辺事象)

カヤ サルケの採取は 自給目 的であるのに対して、カヤは交換目的

で採取された。前者は田地改良の副産物として米作りの過程に取り

込まれているいっぽう、後者は米作から独立した収入源としての意味

を持っていた。「サルケを切った場所で、カヤを採った。カヤは現金収

入になったJ(繁田①)としづ。米作単作が持つリスクを回避する意味

があったと考えられるO 一方で、サルケを交換しない理由は、サルケ

には「マキ」や「カヤ」のような商品価値がないということではなく、基

本的な生活必需品は現物として保管することを優先したためであると

思われる。余剰分も翌年以降の使用に備えて保管した。 サルケの保管昭和33年(佐々木直亮氏撮影)
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青森県岩木川下流域におけるサルケ (泥炭)の利用 (3) 

シクサ サルケを採取するヤチは、馬のシクサを採取する場所でもあり、シクサを採ったあとで、サルケを採った(繁田⑨)。シ

クサを刈らせてもらいに蒔田や金木などから来ることもあった。地域の産物による互助的・互恵的関係がむすばれていた。

ヤチ サルケを採取するヤチやカヤ原に飛行機が墜落したという思い出話を複数の方から聞いた(繁田①⑨)。終戦前のこ

ろ、日本軍の飛行機が墜落したのだとしづ。青森空襲の様子を当地(繁田)から見たとしづ話も聞いた。中山山地をこえた向こう

の空が赤く染まっていたとしづ。この方は戦後、アメリカ人の鼻が高いとしづ話を聞き、茂みの中で駐留軍のジープを待ち伏せ

していたところ、転んで鼻を打ち鼻血を出したというエヒOソーr、も語ってくれた(繁田⑨)0 46) 

温泉 当地方では非火山性の温泉が長らく親しまれてきた。昭和9年生まれの繁田の女性は、週に三度のユッコ(温泉)で知り

合いと過ごすことが唯一の楽しみである。本家の二男と結婚し、本家に10年間仕えたときは大変な苦労をした。大家族のため、

風呂に入る番もまわってこなかった。繁田に家を建ててからもお盆休みなく農作業や出荷し、孫、の世話をしながらの田の草取り

や、夕飯の支度などに追われ、息、をつく暇もなかったとしづ。そのような生活の苦労もあり、ゆっくり温泉に入って過ご、すことが今

は楽しし、(繁田⑬)。

カジ サルケを掘る道具を含め、農具全般の需要から、鍛冶屋は相当繁盛したものだとしづ。「カジパパネゴ、ト」ということわざ

があった。鍛冶屋のおかみは秋になると一気にお金が入ってくるので、寝て暮らせるとし、う(繁田⑭)。

盗掘 湿原には採掘の権利が設定されていたが、無断で、サルケを採掘する人がいた。津軽地方における具体的事例は、拙

稿 (2018)に記したが、今回の聞き取りではあらたに、盗掘の事実を記録する物証を得た(繁田集落)。サルケを二度と盗まない

ことを誓約し、再犯した場合の代償について定めた明治30年代の証文である。紙数の関係から、稿をあらためて報告したい。

知識 「サノレケの水平方向に切り込みを入れなくても手で外れるJI目を入れるJ(繁田①⑧)としづ知識は、泥炭の異方性につ

いての知識である[3(5)E参照]0 Iサルケが強しリ(繁田⑨⑩穂積⑪⑫⑫など)としづ泥炭量の多少についての知識は、場所に

より層厚が異なることにつての知識にもとづく [3(3)B参照]。 降雨を気にせず屋外、たとえば「田のクロに積むJ(繁田②⑤⑩⑬)

理由は、泥炭の乾燥にともなう難可逆性・不可逆性についての知識に関わる[(6)参照JoIツチマジャリJIネンバマジャリ」のサル

ケJ(繁田②④⑨⑫穂積⑭)、「堅いサルケJI柔らかいサルケJ(繁田②③穂積⑭)などの質的分類は、採取場所による構成植

物の違いや、団地で、の排水履歴の有無が泥炭の質的変化をもたらすことについての知識に関連している[3(3)C参照]0 I排水

のよい田のサルケは堅く締まってよしリとしづ認識(繁田③)は、排水によって(間隙比と透水係数が小さくなり)強度が増す事実

に関連する[3(3)C参照]。 庶民はこのような知識を経験的に獲得し、理に適った方法で、サルケを利用していた。その経験と知

識は、世代を超えて共有されてきた。

5，結論と課題

(1)採取の主体、方法

従来の報告では、男性が主体として描かれ、女性や子どもの参与について言及されることがなかった。その理由は、男性が

中心となる場合が多し、「サルケを切り取る作業」にのみ焦点をあわせ、その他の一連の作業工程全体を顧みることがなかったこ

とにある。サルケの採取は、サルケを切り取る作業だ、けで、成り立つものではない。切り取ったものを持ち上げる作業、受けとる作

業、移動させる作業、置く作業などからなる。それらの作業には女性や子どもの積極的な参与があった。また、家族で採取をお

こなう場合もあれば、小作人を使用する場合もあった。

つがる市稲垣町繁田(しげた)では、サルケ採取に特化した長大なカマで、サルケの底面を切ったとし、う。筆者は前回の報告

(拙稿2018)で、カマの利用は岡市木造柴田(しばた)に特異的にみられる慣習である可能性を示唆したが、他集落でも同様の

道具の使用と用法があったことになる。サルケ切りにおけるカマの利用については、従来の報告では取り上げられていないの

で、あらためて報告したい。[(5)D，(6)参照]

(2)利用の多様性

従来の報告では、サルケについて説明する場合、①「暖房のために」に、②「冬に用いられる」、③「燃料である」とするものが

多い47)。このような説明は誤解を生じさせるおそれがある。①の定義は、サルケ(泥炭)は「暖房用燃料」であるとしづ、誰もが想

像しうる常識的なイメージだけを増幅させ、炊飯を含む煮炊きや風呂焚きなど、サルケの燃料としての多様なありかたをないが

しろにする説明である。②の定義は、サルケは冬季に限って用いられるものではなく、 一年を通じて飯炊きをはじめとする調理

にも用いられたとしづ事実を見落としている説明である。③の定義は、サノレケの用途が燃料に限定されない多様性を持つこと

についての注意を欠いた説明である。サルケの用途は世界的にみれば非常に多彩であり、 麦芽の乾燥、敷きわら、泥炭紙、

泥炭ローソク、皮なめし、窯業、アルコールの抽出、充填剤、浄化剤、脱臭剤、建築材料、保水剤、泥炭浴などの用法が知られ

る48)。防空壕の入口を塞ぐ材料として用いられた、とし、う今回の聞き取りで、得られた用例は特殊な事例で、あるが、 筆者による従

前の調査では、 家屋の保温、サルケ灰による融雪、灰肥、あくぬきなど、日常生活においても、サルケには多様な利用法があ

ったことがわかっている。調査を進めれば、更なる多彩な直接・間接的利用の実態が見えてくるだろう。[(9)A2，B，(11)E参照]
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増田公寧

(3)利用の動機

従来の報告では、泥炭(サルケ)が「燃料不足を補うための薪の代用品である」と説く49)。すなわち、①「燃料が足りなし、から

利用した」としづ動機、②「燃料にするために採取した」という目的、③「薪の代用Jとして序列化する意識を強調しているが、こ

の意味付けは妥当だろうか。

まず、①と②についての問題点を指摘する。今回の調査では、採掘の第一の目的に燃料の確保を掲げる事例は3例である

のに対し、開田や団地の改良を主たる目的として掲げる例のほうが多く、 7例あった。この場合、団地の改良とは、湿地や既成

田からサルケを採掘する際に、他地域から運搬した火山灰土や岩木川の砂などを客土して泥炭土壌を改善することである。開

田や団地の改良に重きを置く傾向は、 筆者の調査では下北地方で確認された。ほかに、田面を低くすることで濯概不良の改

善につなげる場合や、表層のサルケを焼いてしまうことで灰肥とするなどの動機が確認されている50)。サルケの採取にはさまざ、

まな動機が併存しており、単に燃料不足解消としづ視点からのみ説明することは妥当でない。目的や動機の重点が、燃料採取

ではなくむしろ土地改良に置かれる場合もあることに注目したい51)。

次に、③について、すなわちサルケの評価に関する問題点を指摘する。津軽地方において過去にサルケを盛んに利用した

地域は、 岩木川下流域の平野部を中心とした地域で、あったと考えることがで、きる。しかし、これまでの筆者の報告(拙稿2016，20

17)をふまえるならば、村山や持ち山の木や柴を利用できる地域や、リンゴの選定枝や流木を利用で、きる地域で、あっても、程度

の強弱はあれサルケを使用する場合があり、その範囲は予想以上に広いといえる52)。また、岩木川下流域の平野部は穀寂農

業がさかんであり、稲ワラやマメガラなど、火持ちはよくないが強し、火力を生み出すことができる燃料に恵まれていながら、飯炊

きにサルケを利用していたとしづ事例も意外に多い。使用されていた時代についても、薪や油の入手が往時にくらべ容易にな

った高度成長期においてすら、未だストーブの燃料として利用していたとしづ事例が複数ある。これらの事例から言えることは、

燃料の選択肢が豊富な時代や地域でも、サルケが併用もしくは優先して使用されたということであり、すなわち、他の燃料にな

いサルケの特性(メリット)が尊ばれていたとしづ事実を示すものである。サルケは固形燃料として保管が便利で、あるほか、分割

が容易である。穏やかに持続する火の特性もまた、用途によっては利点で、ある。そして何より、入手に関するメリットは大きい。

山へ行って柴や杉葉を拾ったり、共同で木伐りをおこない薪を分配したり、薪売りから購入したりしなくても、足下に「宝の山」が

あるのである。弘法大師ゆかりの焚き物であるとしづ伝説53)が津軽地方に語り伝えられていたのは、この地域の人びとがサルケ

を誇りに思っていた心意のあらわれではないか。筆者が聞き取りをおこなった際の、例えばI(金木など山際の村は)サルケが

なし、から焚かないのだJ(繁田③)としづ話者のかたり口からも、焚き物がなし、から仕方なく利用するという消極的な意識ではな

く、サルケとしづ便利なものが近くにあるから利用するとしち積極性や肯定感が窺われた。そのような意味で、サルケをネガティ

ブに序列化し、薪や木炭に劣る代用品であるとする評価と説明は、地域的あるいは時代的に外部にある者のまなざしにもとづ

くある種の偏った見方で、あり、そこに暮らす人びとの意識を必ずしも反映したものでない可能性があることに留意したい。[3(2)，

(5)A参照]

(4)周辺事象

サルケの採取や利用にともなって生じる事象は見落とされやすい。これまでの調査結果(拙稿2015-2018)をもふまえて以下

に要点を記す。

①遊び サルケの採掘跡は子どもたちの遊び場であり、採掘跡に生息するフナやエビ、ナマズ、などの採取は遊び、を兼ねてい

た。それらを調理する火はまさにサルケの火で、あったO 広大なヤチ(湿原)の向こうに、日本軍の飛行機が墜落し、その現場を

見に行こうとしたという子どもたちの行動(繁田①⑨)もまた、ヤチを舞台とした一種のあそびの延長にあった。「 目の前に見えて

いるのに、走っても走ってもたどりつけなかった」としづ少年の記憶は、感受性や好奇心の強さがもたらす心理的な距離の近さ

と、現実の距離の遠さとの矛盾からみちびき出された印象で、あった。身近にありながら無限の広がりをもち、日常と非日常をつ

なぐ、近くて遠し、「ヤチ」の心象風景が形成された[(12日。

⑧煙 サルケの発する強烈な煙が、 草屋根や柱の結びナワなどの腐植を防ぎ、ワラ製品の県蒸に役立った[(11)A]。垂れるほ

どに家屋の随所にまとわりつく煤からは、 膏薬が作られ、治療に用いられた。その一方で、猛烈な煙により眼病を患ったと考え

る人が多く[(ll)A]、さまざまな行為を通じて治癒を祈願する民間信仰にもつながった。

ただし、煙を病気の原因であると捉える思考、すなわち煙の「問題化」は、外部からの知識の流入(指導、啓蒙)によるもので

あると考えられる。「サルケのくべたてや婿逃げる」とし、った古い 口碑の存在は、不快さとしづ感覚や生理的反応があったことを

示しているが、煙が解決すべき問題であるとしづ認識を示してはいない。『津軽口碑集』の著者が、貧しい民家の懸けムシロを

めくり上げて屋内に入ったとき、住人の存在も分からないほどに充満した煙は、確かに外部の者にとっては耐えがたい問題で

あったが、住人はいたって平常で、あった。問題であるどころか、生活者にとって煙には上述のようなさまざまな利益があり、「煙

が満ちるからこそ温かしリとまで考えられていた(繁田②)。眼病(メクサレ)についても、祈願はあったが、その祈りはあくまで原

因の除去ではなく病状快復を願うものであり、往時の農村の生活者一般が、原因(煙)と結果(眼病)を結び、つける思考を有し

ていたわけではない。その思考は、たとえば戦後であれば、炉を囲む家庭とストーブを用いる家庭では眼病の擢患率に大きな
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青森県岩木川下流域におけるサルケ(泥炭)の利用 (3) 

差がある54)とし、った生活改善の諸活動によって普及された知識等によるものであると考えられる。当の生活者にとって、煙は

むしろ有り難いもので、もあった。[(l1)A]。

⑧ニオイ サルケ特有のニオイは、この地域で暮らしを紡いで、きた人びとの歴史と記憶に深く繋がっている。懐かしい村、 家、

家族の生活のあかしとして肯定的に語られる。いっぽう、劣等感を象徴するものとして否定的に語られる場合もある。これは、サ

ルケ特有のニオイについて外部の者から榔撤された経験にもとづいている場合が多い。ムラの人びと 自身のサルケに寄せる心

情とは裏腹の、知識階級やマチの人びとの一方的な価値観(偏見)を裏返した言説であると考えられる。 [(ll)C]

以上のように、サルケは、サルケの採取や利用に関連する行為や行為の結果等を通じて、この地域における人びとの暮らし

に多様なかたちで結びついている。 [3(5)A，(11)A-D，(12)] 

(5)他地域との比較

県内における庶民の泥炭利用については、本稿で取り上げた集落を含む、津軽地方の岩木川下流域がよく知られている

(本稿および拙稿2015，2018)。しかし筆者の調べにより、下北地方(むつ低地)や上北地方(沼崎低地)でも、サルケ(シキボ)

が盛んに利用されていたことが明らかになっている(拙稿2016，2017)。さらに県内外の事例を調べ、比較検討することは今後の

課題である。

謝辞

対象地域にお住まいの多くの方々のご、協力をいただきました。記して厚く御礼申し上げます。

注)

2)青森県津軽地方および下北地方では 「サルケJ rサラケ」、上北地方では 「シクボJ rシゴボJ rシクボ」などと呼ばれる。本稿のタイトルや地の文で、

は、基本的に 「サルケ」を用いる。ただし聞き取りの記録(3調査結果)については、会話文中以外でも話者の発音を尊重した表記とする。

3)r泥炭」について『新版地学事典j](地学団体研究会新版地学事典編集委員会編，平凡社，1996)では「湖沼，河川の後背湿地などり1'71<不良地に生育する草本・

樹木類およびコケ類などの遺体が，還元状態で堆積した未分解の有機物質」と定義する。泥炭のなかでとくに草本類を主体とするもの(草本泥炭)を「草炭Jとし、う場

合がある。

4)拙稿2015r青森県岩木川下流域におけるサルケ(泥炭)の利用J(青森県立郷土館2015W青森県立郷土館研究紀要』第39号，pp.63-102)

拙稿2016r青森県下北地方におけるサルケ(泥炭)の利用J(青森県立郷土館2016W青森県立郷土館研究紀要』第40号，pp.89-148)

拙稿2017f青森県上北地方におけるシギボ(泥炭)の利用J(青森県立郷土館2017W青森県立郷土館研究紀要』第41号，pp.89-162)

拙稿2018r青森県岩木)11下流域におけるサルケ(泥炭)の利用 (2)J (青森県立郷土館2018W青森県立郷土館研究紀要』第42号，pp.95-162)

5)五所川原市、つがる市、中泊町、森田村、鯵ヶ沢町(平成の大合併前の旧9市町村域)、33集落、43名を対象とした。

6)近現代に著された書物では、津軽地方のサルケについて次のように説明されている(第三者による「客観的Jな解釈が記される部分を抜粋した。傍線はすべて筆

者が付加したものである)0r津軽地方の岩木川下流地帯では山林が少なく薪が手に入りにくく、サルケと呼ばれる泥炭を燃料としたJ(青森県史編さん通史部会20

18W青森県史通史編3 近現代民俗』青森県，p.711)、「岩木川下流域には湿地帯が多く、 この地方は山がないため燃料である薪を入手するのが困難であっ

主主主主主、このサルケを掘り出して燃料としたJr岩木川下流域の集落では、夏に湿地からサルケ(泥炭)を掘り起こし、これを乾燥させて冬の暖房用の燃料とす

るJrこの周辺地域(筆者注:つがる市車力)では冬にはダイドコロ(居間)のシボド(囲炉裏)で、暖房用の燃料としてサルケ(泥炭)をたいたJ(以上青森県史編さん

民俗部会2014W青森県史民俗編資料津軽lpp.32，171，188)、「近くに山がない津軽平野の農村ではどこでも薪に苦労して、サルケとしウ泥炭を掘り夏の問に乾

燥させて燃料にしていたJ(須藤功編2010W宮本常ーとあるいた昭和の日本14東北lJ]西山昭宣「津軽十三湖Jp.204)、「冬の暖房用の燃料にはサルケを用いるJ(青

森県環境生活部県民生活文化課県史編さんグループ編2008W青森県史叢書岩木川流域の民俗j]p.92)、「薪が不足しがちなこの地区の家では、冬、暖房用にサ

ルケ(人によってはサラケという)を焚いた。 ー簡単に焚き物が手に入らないこの地区の人たちにとっては、唯 の燃料であった。J(青森県立郷土館1998W青森

県立郷土館調査報告第42集・民俗 2lf再賀の民俗」調査報告書j]p.61)、「薪のとれる山が少ないこともあって、家で燃やす燃料にサルケ(泥炭)を使った。J(五所

川原市編1993W五所川原市史史料編 1j]p.459)、「燃料は『サノレケ』と呼ばれる泥炭が主で、マキとし、っしょに燃やしたJ(弘前大学民俗研究部1984W木造町民俗

調査報告書こまおどけp.27)、rWさるけ』は林地の少ないこの地方唯一の囲炉裏の燃料であるJ(楠本正康1981Wこやしと便所の生活史 自然とのかかわりで生き

てきた日本民族』ドメス出版，p.139)、「津軽ではこの泥炭をサルケと呼んで、山が遠く童2三」とよ新岡地方の大切な燃料であったJr乾燥したサノレケを冬の問炉で薪

にまぜて燃やすのであるJ(森山泰太郎1972W日本の民俗 青森』第一法規出版p.59)、「平野の真中の村でたき物に苦労したのと、fJl士の改良を兼ねて掘り取るの

である。 J(宮本常一，原口虎雄，谷川健一編1970W日本庶民生活史料集成』第十巻農山漁民生活「奥民図長解説Jp.253)、(サルケやネッコやヤチマグソなどの泥

炭を焚くのは)r人が薪炭の紋乏にどれだけまで堪へるかとし、ふ試みのやうなもので玉、是たジ一種では住み続けられもせず、又さふいふ生活方式もまだ固定して居

ないJ(柳田園男1944r火の昔」貸業之 日本社・柳田園男1970W定本柳田園男集』第二十一巻，筑摩書房，p.268)、「この猿毛を燃料に採取することは、…・ 0・他の燃

社2盆f:::<とよ地方である。J(柳田園男191M燃ゆる土J初出『郷土研究』第四巻第五号、大正五年八月 一 日、郷土研究社柳田園男2000W柳田園男全集』第二十

五巻，筑摩書房，p.104)、「此村々山遠く薪炭に乏ければ菅茅芦荻の類を以て薪に替ひ又泥炭を采て炊裂の用となすJ(岸俊武1876W新撰陸奥閏誌』巻第四十一

青森県文化財保護協会 1965みちのく双書第十七集『新撰陸奥国誌』第三巻， p .1 56) 、 「 大川に沿ふ村々は韮皐三~<k:1Ð民はサノレケを以て韮i三堂土」 岸俊武1876

『新撰陸奥国誌』巻第三十四.青森県文化財保護協会1965みちのく双書第十七集『新撰陸奥国誌』第三巻，p.35) 引用注7)以降は168ページへ続く
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増田公寧

表3) データ一覧

No. 
里繁田遺昔主昭和年7年

齢

生当来地ま歴れで

呼称 使用年代

サでやあす定ルるいケ義。。は/非分「常草布にの/燃根質え」 費採自入家用取手消に 旦確給燃料保)堕の( 自

時期

太の所有田自E光家のE 
父主手自主躯体伝身体でもっが

垂てをた目使る直を(f。う入ニのカとれ切芦ン水Hるあピj!二i。テAずλ言み要ャ』b錬)をに。ずを入銭に主れせ要縁済すてる取むるた引.。dめきk相表上こ当居テげ深をノる手〈チとニでキt段b剥もで分が。切道額しれ鎗具っ

サイズ
(道垂直皇) 11 A 86 サルケ S30年別

(1932) 後まで テンチキ
育つ

力(水ン平ピ) 
ヤチ

た チヤ

21 B 繁田
男昭(1和9394年) 

84当地で サルケ S22-23 

サがいいも。ル固「のケま土はっはまた火「じ草も持やののちり根Jロがは堅」よ

費自家消 確燃料保の
田植え 自宅か

父親体伝身が
様ち表専は上用タ土垂ヂげをカ直をマる除に開で切去切ト比底しりタ、る面込ナ糸こをむガとを切着Eも張表り用，る取土.. り切はテる手れン.てズ目浮剰キを力λがでをすれ糸利沿。る用サ作Lし対凡業て二ケ待緩に

W40-50 
テ(垂ン直ズ)キ

生まれ 年頃ま 用に 後の夏 らlkmの 主で、 D40-50 

育つ で 採買な取し。売
団地の 有自家所 自も H30 (水平)

開留発め、堰 の回 手つ 重さ20 力マ
燃えにくい。 た kg ヲヂ

31 C 繁田 男昭和21年 72 当地で サルケ S37-38 

植根サの南ル物」でケ方があは枯にるヨ分れ。シ神布たな田「。草ど橋のの
費採自家消

主・団地 秋遅くか 湿地か 父主親体が み刃に切に。ク柄りワ込ののみつよ、いう引たなき道別上具のげで道る9具。テでヨ厚コ250×c3m0程m度l二に切水り込
W30 

+具ワ((垂摘水様直の平道)道)具刃タ
(1946) 

育生まつれ 年頃ま 用取に
従のの確開・燃発保料

ら冬
湿ら回(Iに也そすをの

さ1 平 D25 
で Hl0 

るため)

41 D 繁田 男昭和8年
85 生当地まれで サルケ S31-32 

サでののてあよJが闘Lいるあケ.もがはり品のよ「種土草とい悪混の.こよいじ繍っもり」

費探自家消 事ま田るのが前仕始
有自家所 f冬てPヅ客にを土焚使しくぶったたん。。だ骨け子採ヨコ30-40cmほどのら土サをイ持ズっでて、

W30-40 ヲヅ
(1933) 年頃ま 用取に の回 取し、山などか き D30-40 

育つ で から H30 

51 E 繁因 男昭和6年 87 当地で サルケ S31-32 
カよばfい混かサざりのルらなもケのいとは、 土

費自家消 団地の シロ力キ 自家所

ヲ採1で/ヅ、取2ー岩な。1/ど木採3用川ほ取いどかす表。らる一馬土量度をではあ除土、げ昔去をた運の。右土び田記を客の返サ土1枚しイすてのズるもサで。ぬ1イ段かズ分るのをの

W40弱
告特ヅ別な道(1931) 生まれ 年頃ま サルケ 用に

開兼発燃料
の前 有の回 D30弱

育つ で 採取 から H30 具

61 F 繁回 女昭和18年 75 穂生積まれ回 サフケ
5穂焚3積く7/年で当に

サルケとは、『根こあっ
費採自家消

固から 続。F氏
(1943) サルケ こ』であり、田| 用取に は手ず伝

S37に当 る。 わ見
地へ

地焚でかはず
ていた

71 G 繁田 男昭和33年 60 当地まれで サルケ
S焚り3前い9年またよで

サのト=ール燃「代フケ料代用とでわ品はあり』、りで」暖、であ「房あス用る
費探自家消 暖料房用 」の近 父親。G

(1958) 
育生つ 用取に 燃 用 辺から 氏は手

{云ったこ
とはない

る)。

81 H 繁田 男昭和10年 83 生当Iま也れで サルケ S25年」

サで〈、あ。ル柔排るケら水。はか堅の「いい草のののはが根悪良」

費自家消
ナ後え前ワ、田シ植ロ

父親運。H

クサむ道ワ具ル。底のケで面よ除のうを去層な切。に道すら「具な目ででくJにてを地採も入面取、れに力し右パ溝た記力を低サパ入いイとれ場ズ採、所表にれに切土た落り。をと込別すの。

W30-40 
+(垂柄直の道)刃

(1935) ろには使 用に 氏は D15 
育つ

用後トーマ。ブそキのス
採取 搬伝をう手

H30-40 

具ワ(表線土道)具クい よい回の
サルケは堅い。

91 1 繁田 男昭和10年 83当地で サルケ S19-21 

サをと火良い『ル持質サうケち.ル.のが土ケちよが豆いのじ強も場ゅいので所j が

本家地の と回りの後草、 繁ら約田か

本兄貌揮伝もをう覇弟支援手の、毎 ヲるルでヂ。持ケサでちをル、2上縦段ケげ掘長専。にり草用。3履の本サク、ルワ検ワケラでlこ使グ表5本用ツ土履ののをき末切除、期り去す込に。ねみ表は当をフ土て入ォ下着れの用クサ。

W30 

ヲ((垂表ヂ直土))専(1935) 生まれ 年ころに 土か D30 
育つ は使用

本採ら自家取家用・
7-8月 300mの H15 

頃前、お盆 ヤチ 用'7ワ
ころ

10 J 繁田 女昭和14年 79 母町/生中ま里 サルケ
S地用3/で5嫁年使ぎ当

根なサまどっル」でたがケあも沈とるのは殿。。「し昔草てのの固草

固から 団地の 4月末 5回 サルケ 回の土をど一の且四寄角せ形てl、こ回2段の分下切かっらた30。cmx20cm厚 W30 スコップ
(1939) 自採家用 改燃料良 の月田こ植前ろえ、 を作男切性業るは

さ15cml王 。 D20 
柄たの道のよう具つない、

h1 K 
れ に取 H15 

男昭和36年
57 子生/ま当れ地 先は使ず

(1961) 用せ

121 L 繁田 男昭和11年
82 繁まれ道5生40 

サルケ
ま明けれれ治でば生な

繁使ネにンよ志用パりでし質てマはがおジサ異ャりル、リなケ場のるを所サ。

固から 団地の 田植え回
(1936) 採取 改良 前

代iこ当
地へ わからな

し、 ルケは悪い。

131 M 繁回 女昭和9年 84 牛潟で サフケ

/繁用S殖2・繁9使田 サヅ表に」サラ面でケラを、あケは取るが「り。ヤ除あヤヅいるヅのた。のツ下

繁田の 燃料つ 田植え 湿地か

切業主動もる、女男運作性性

ヲテヨコ1尺四方、厚さ2寸ほどに切り取る。 Wl尺
(1934) 生れ ヤツから 前の春 b Dl尺

5291こ 自採家用 H2寸

~当繁2地1若でt;;;_ へ
/降5も39盛以ん lこ取

141 N 穂積 男大正14年 サルケ S181こは:

サ木え蓄る積ルの。ケ根し悪たはをも含草土のみのが。根良多良くくが燃

ヤヂか 主団地 田植え 「サルケ
を小使作用人

れと表田どる地土め。をに別た除すの。去る道こし具と、等がで間水目隔的平なでに縦の切横でり込、等深み間く、隔掘引でらきキず上ズ、げ1を段る入に。

W50 
垂柄水柄直刃+(1925) 生まれ 使年用S23 ら小作

の従開燃発料
草色

ヤ「力チヤ」ヤ
D15-30 の道具

育つ
人に写せ採た 秋採取冬に H30-50 平刃+

せは使ず家で用 取さ チ」から の道具
重い。

1510 穂積 女昭和24年 69 蟹生田で サルケ
5れは4使て8年い用になさ

取図し時らた容押りはたもか『のザしっチたルた(の嫁「λケ根ゆい』か』だをb当干

「サルケ
(1949) まれ 採回j取から

S48に当
地へ かっfニ を知

161 P 穂積 女昭和17年 76 豊生ま島れで サルケ 豊島 燃料
(1942) /S20f"~ 

S38に当 に使用
地へ

171 Q 穂積 男昭和30年 63当I也で サルケ S30ftlこ 当地にあより北方いある 回カ、ら 回 手伝っ 回の下から四角に切り出した。
(1955) 生まれ 使用 回る。 た経験

育つ はない

181 R 穂積 女昭和10年 83当地で シャフ S10代~
ヤ沼舘ヂかの

手伝っ
(1935) 生まれケ 30代;ころ た経験

育つ に使用 b はない

191 S 穂積 女昭和15年 78 市生jま甫れで サルケ S32-33 
馬したの四糞角のいよもうのな乾。燥

固から

確改燃団料保地良のの ゴ付幹路ミ近線の焼の道北場
田な土のをり土「戻をサす掘ル。りケ戻返穴さし」な、「四角に切り出!いすぬ。か掘るっみたの場穴所

乾燥時
(1940) 

こ自ろ宅使は用 自探家用 に い場 W20 
S32-33 lこ取 に サル合力ィは穴深」と称した。 D30 
に当地

マトーキブス
Hl0~~ 

，、、 の田

20 T 穂積 男昭和16年

η S妻一41唱木造見生里t叶叶

鶴見里

穂積周等は繁あ辺地落まで方はりあ面固なりとにいサし分。て

ヤヂか 確燃料保の

繁のケ田ヤ殖方「サヂ繁面ル』
い「りサ跡土ルに)がケは現ヤ土ヂれを」る入の。れ『そクたのサ。下」のを下道を具少でし垂掘直るにと切表り土、掘(よ

乾燥時
の「長棒いに木広

(1941) 

/使1責S/用2S64頃穂6 

のー ら自家 W20 

国 U 
ルケ 用に採 D20 い刃のつ

女昭和22年 71 
繁布田。

取 H10 いたも
(1947) 石油ST の』
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青森県岩木川下流域におけるサルケ(泥炭)の利用 (3) 

フギ重9返ねマす)ギに。金し(量マ二、ニ段
還うル全自.宅徴身ケズのゴへ。ボ軍A計紛育ン氏艦が三負かもらっ入手ら九てサり伝

保管

炉→」S(サ29ルマケギ主)ス墜ト ブ
かゆ炉些+力享ギノハナ+

着火・維持・始末 その他

時計の『L文のサケニ字ルのオ盤鰹ケ二イがカオニで革マイあオめ山はるイな忘が.いれ灰すほらるどれとのな笑短いわ)1れ

『弐ご~

ナベ(サギルスケ)
町る我。でがサは家J 

子どものころ祖父がサルケの蛾火で握
返しはA氏しマ、がギマ (サルケ) かゆマ ト ブ+ナ り飯を焼いてくれたり、風邪をひくとカユ

ベ握飯(サルケ) を炊いてくれたりした。サルケのニオイは
おこなう。 炉(サルケ蛾)

家族みんなのニオイ、家のニオイであり

み段ス若困.者のの子マレのクどグロン仕もナ!ガこ事やオ5積. -6 お前ルギゲ盆5ル運ソ枚イ-マ搬9をコにRa由馬フの稲でド一せ刈マカ3るマりルナ

保小屋管に イパロ木リ)(サルケ+ジャッ 煮物・焼物炉+カギノ

着サ〈たンい山ヤ凡火のッかケし，でたらl《ま木拾。火共をっが同楯てつ麟入来き入したにてし 固の士イには.親来まこ強砧慣戚の烈はれ姪でjて耐とこい言えそ「るらサわがのれル柑曜でずケかz苦家カaさに仁マで4入り2も』Uあらす怠Aるるか巳咽『ニそっオ町ば

忘れられない。
ハナ+ナベ(サルケ+ -サルケを切った場所で力ヤを探った。力
雑木)焼雑木物握炉飯+串(サ ヤは現金収入になった。
ルケ+~*) 炉
(サルケ蛾) 、"'"ご

風通しがよくな
5搬個。c氏束もを手馬伝で運 イロリブ(サ(ルケ) 炊ナベ飯イロリ+ツルベ+ サルケと力ヤ、ワフな

煙のえらニとれニオオるイこイがとがあは充っなた満かがしっ、、た大問。変題だでっあたる。と独考特
往時の農具を多数保管している。イビ

るように互い スト サルケ) (サルケ、力ヤ、
まどいをな分併火け用をに演しよ、っ出燃てし料さたまの。ざ使

(工ビ)、スコップ改造イビ、イビ力、サンボ
違に重いに三乾角形 つ。 ワラ)

ン力、ヲヂ(3本)、トビなど。
ねて燥

させた。

屋外に置合き、う

純て衡で撤し農屋で島道束敷ギねままサでで背ヤ運霊負カっ
屋そば敷のの

シボド(サルケ) 炊ヤ飯)+力炉ギ(JサJルケ、力

燃火合でさ料に力まをはをざ使必、まカ要いなヤ分と火をすけ用をるる演い場こ出、と
いじ自なたののが痛で、み肥気が料にあしにっなすたかるがっと、たいま。うわ灰意りは識も固みはになな撒同冬に聞に

そ広い場積
、ナ+ナベ

屋よにう乾にに積燥乾ん。燥で。更納
む所に かっTニ。

しTニ。

困のク口に互 稲負刈り目IJに背 シポド(サルケ) 炊ギ飯ノJ炉(サルケ)+カ コッパを燃やし、サル
煙かそれがし、ほひ自どどはたく特、ま目にるの悪こ痛とくなみはらながなく激、かし田っかやたっ屋。た灰敷。はのし

たい段違。積女いみ性に重も5ね-み6 
って運搬。 、ナ+ナベ ケの下から着火した。

周辺に捨てた。
な手伝った。

シボド(サルケ) 炊飯ストブ(カヤ、 シボドドサルケを積 煙突がないので、煙が出て大変だっ

餅木)シボド(サルケ)
み上げて焚いた。 た。

マキストーブ(サルケ) 紙着などを火(想種像に)して

わIとあ昭ペ泊したれカ初てeるっるヤ凶カおたa3刈ヤ2記年ま四"をろ生憶に分つげまをはがカ抱れも柄請みっのも東7、最〉同長下.サ後氏いかルのは大らケ世手きの幼代な前火少でカiニに期あマ引実るのをい際と伎記て思に億I 
火した 。

間5隔6段を積あみけ重て

おででへ氏盆束背.も馬手ね過負も伝いぎ使ソラ!自Zヨ悶eナ宅イ.ワコH 

ムシロ シボド(サルケ) 炊飯シボド(サル

ず枝を夏使な、はワいどサラを分ル、使けケ力用たヤをし。使、、木用燃のせ料 鰹どなるけ食てっjがkたっ煙多抱たを量指金.排仁冬さ本出れ出期方したてで面た.も切巳ま着姪わ引火{り刻時がけ展に扇見カはのえマ窓私原リ一をいす因あほに
状のも

ケシ握、)飯、力、夏ヤ魚季、、枝(エワ)ビラ、 ヨね、 1-2回ひっ
せのをて被保

くり返す。 シボド -国民学校4年のころ、青森が空襲され

管 (サルケ) 一一一|
間隔5段をにあ。積乾けみ燥て

稲刈搬高はりで前稲。ワ自、刈遅ラ宅りでいへ後東。

家装に 炊 飯 炉+カギノハナ+
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7)拙稿2015(津軽地方)43名、2016(下北地方)36名、2017(上北地方)61名、2018(津軽地方)26名、 2019(津軽地方)21名、合計187名。

8)2016年11月28日の聞き取り(文中A氏、繁田①)のみ、当地域への公務の折に伺った内容である。

9)青森県2017~青森県史資料編考古 I ~ ， p. 44 

10)菊池利夫1958~新田開発』 、 土淵史編纂委員会編1958 ~青森県土淵史』などを参照。 17世紀なかばころはまだ「桑野木田よりも下もは芦萱茂り沼地にして十三

迄は大砲J(~津軽信政公事蹟~)で、あった(工藤陸男編 1984~木造町史近世編』下巻，p ， 30)。

11)著者不詳『津軽見聞記~ (青森県立図書館1930~宝暦津軽見聞記~ f青森県立図書館叢書」第一篇)p. 17 

12)著者不詳『広須組三新田農術覚書~ (葛西善ーほか編 1 993 ~津軽の農書』みちのく双書第36集)p .10 1. 本書は安永2(1 773)年の編集だが原本はより古い時代

に成立したと考えられる(~津軽の農書』佐々木隆次氏による解題) 0 f新田さる毛地沼地の畔は深く放を善とするもの也浅ければ土湿抜かね宜からず是等は土地

にも寄べきか勿論さるけの団地など畔岸浅ければ苗植て抜稲の生立も悪しく稔劣れる事也」 と記される。 芦沼の惣四郎(-1774)が著したとしづ通称『惣凹郎農書~(工

藤陸男編1987~木造町史近世』下巻pp.254-262所収)に同様の記述があり「新田さる毛沼地の畔は深く放つを善とする物なり深ければ土湿ぬけかねよろしから

ずJf拐さる毛地などはからさかきして是を用ひ耕水を懸、塊かき中掻きしても深田ハ馬足叶はぬゆへ鍬にでも擦も有jと記される。同書はこれが津軽最初の農書で

あるとしている(同左pp.254-255)。

13)菅江真澄『そとが浜風~ (内田武志宮本常一編 1 971 ~菅江真澄全集』第 巻)p.275.天明5(1785)年8月11日の条。

14)菅江真澄『雪の出羽路~ (内田武志宮本常一編 1976~菅 J工真澄全集』第六巻)p . 251 文政7(1 824)~ 同9年に地誌編集の 目 的で執筆されたもの。

15)比良野貞彦『奥民図葉~(山田龍雄ほか編 1977~ 日本農書全集jl )p .148 . 天明~寛政年間(178 1ー 1 801 )ころの著作。

16)松浦武四郎『東奥沿海日誌~(吉田武三編1969 ，時事新書『東奥沿海日誌~)pp .43 ， 48 ， 49. 嘉永 3(1 850)年の著作。

17)青森県立郷土館1998~f再賀の民俗J調査報告書』青森県立郷土館調査報告第42集 ・ 民俗 - 21 ， p.61

18)青森県環境生活部県民生活文化課県史編さんク‘ルーフ。2008~岩木川流域の民俗~ (青森県史叢書)p. 81 

19)青森県史編さん民俗部会201 4~青森県史民俗編資料津軽~pp.32 ， 1 71 ， 1 88 20)青森県史編さん通史部会201 8~青森県史通史編3 近現代民俗~p.71l 

21)五所川原市編1993~五所川原市史史料編~ l，pp.459-460 22)青森県木造地区農業改良普及所編1982~森田村生活誌さるけと詩のなかで~p.61

23)弘前大学民俗研究部1984~木造町民俗調査報告書 こまおどり ~ p.27 

24)野本寛一2005f平地水田地帯の民俗一津軽の『サルケ』を緒としてJ 弘前学院大学地域総合文化研究所編2005~地域学』三巻， p .67

25) f角川旧本地名大辞典J編纂委員会編1985~角川旧本地名大辞典~2 青森県，角川書j苫 p .1283

26)前掲注17)~再賀の民俗~ ，p.1 27)佐藤公知編1954~西津軽郡史~ ，西津軽郡史編集委員会 ， p .783 28)平成30年10月末現在，つがる市役所。

29)前掲注25) ~角川|日本地名大辞典~ ， p .1283 30)前掲注27) ~西津軽郡史~ ，p.779 31)稲垣村史編纂委員会編1969~稲垣村史』稲垣村 ， p.27

32)岸俊武 1876~新撰陸奥国誌』巻第四イーー ，青森県文化財保護協会1965みちのく双書第十七集『新撰陸奥国誌』第三巻 ， p.163

33)前掲注25)~角川旧本地名大辞典~ ， pp.1284，430 34)前掲注27)~西津軽郡史~ ，p.779 35)前掲注目) ~角 ) I[ 日本地名大辞典~ ， pp.1284，430 

36)ここでいう「ゴミ」とは、植物の繊維質のことだろうか。ゴミとし、うことばは「火に焚けば燃えるもので、今まで、は棄てて省みなかったものの総称Jであるという(柳田

園男『火の昔~~定本柳田園男集』第二十一巻p.268)。 また蒲原平野では 「ゴミ I とは砂泥粘土をさし、 ショレンで除くことを 「ゴミカキJ と称した(金塚友之丞 1970~蒲原

の民俗~p .l ) o 37)前掲注25)~角 )I[ 日本地名大辞典~ ， pp .302-303を参考にした。

38)拙稿2018f青森県岩木川下流域におけるサルケ(泥炭)の利用 (2)J 青森県立郷土館201 8~青森県立郷土館研究紀要』第42号 ， p.146

39) fサルケヤヂ」は一般名詞としても用いられるが、旧土滝村の北方には 「猿毛谷地」 という地名もあった。 (岸俊武 1876~新撰陸奥国誌』巻第四十一，

青森県文化財保護協会1965みちのく双書第卜七集『新撰陸奥国誌』第三巻，p.186)

40)平尾魯仙1855~合浦奇談~f卑湿地ベコ J (青森県立図書館編1969~青森県立図書館郷土双書第一集谷の響~pp.195- 196)

41)サルケの採取における女性や子どもの役割について言及している記録や論考は、管見では野本寛一2005f平地水田地帯の民俗一津軽の『サルケ』を緒

としてj だけである。 42)再賀では、「袋鍬の柄が大きく曲がっているもので切り起こしてj 採取したという(青森県立郷土館1998~青森県立郷土館調査

報告第42集 ・ 民俗 2].[再賀の民俗」調査報告書~p .61 ) 0 43)前掲注38)拙稿2018，p142，155 44)家屋がまっ黒になることを 「サルケ塗りだ」と形容した

としづ 。 (森山泰太郎) 45)森山泰太郎 ・稲見五郎 1977 f奥民図実 ・解説」 日本農書全集 l ~耕作噺 ・奥民図案 ・老農置土産 ・菜種作り方取立ケ条書 ・ 除稲虫之

法~p . 214 46)米兵来村時のエピソードは『稲垣村史』にもみられる。弘前駐留軍の米兵が稲垣村へ来たときに、饗応するにも材料がなく、先方に缶詰を提供し

てもらって交歓会を開いたとし、う (稲垣村史編纂委員会編1969~稲垣村史』稲垣村， p.88-89)0 47)たとえば「岩木川下流域の集落では、夏に湿地からサルケ(泥

炭)を掘り起こし、これを乾燥させて冬の暖房用の燃料とするJ( f青森県史県資料津軽Jp.171 ) と記される。 他の例は注)6参照。 48)坂口豊 1974~泥炭地の地

学』東京大学出版会，p.30，pp.48-52 49)例えば「この地方(筆者注。岩木川下流域)は山がないため燃料て、ある薪を入手するのが困難で、あったO それで、このサ

ルケを掘り出して燃料としたJ~青森県史民俗編資料津軽~p.32、「山がなく薪が不足するため、サルケを燃料としたJ ~青森県史 民俗編資料津軽~p.188、「津

軽地方の岩木川下流地帯では山林が少なく薪が手に入りにくく、サルケと呼ばれる泥炭を燃料としたJ~青森県史通史編3 近現代民俗~p . 711など。 注6参照。

50)野本寛一2005f平地水団地帯の民俗 津軽の『サルケ』を緒として」弘前学院大学地域総合文化研究所編2005~地域学』三巻，p.67 ，および捌稿201 5 ， 2016

51) この点について森山泰太郎は燃料採取と土地改良を「兼ねて J 採取すると説明している(宮本常一 ，原口虎雄，谷川健一編1970~ 日本庶民生活史料集

成』第十巻農山漁民生活「奥民図葉解説Jp.253) 52)昭和3年に発行された書物によると、中津軽郡新和村、裾野村の一部にれらは岩木山の裾野に位置する

村々である)で、もサルケを焚いていたという(杉森文雄1928~青森県総覧~p . 809)0 53)森山泰太郎 1977~青森の伝説~ ( ~ 日本の伝説~ 1977，角)I[書庄)p.1l5 

54)鳴海官蔵編1967~清明 ~p . 14，狼森の環境衛生活動についての取り組み紹介から
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